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1)  低酸素にすると肺高血圧クライシスとなる分子的なメカニズムはわかっているのか. 
2)  肺高血圧症クライシスに対しての低酸素の長期的，短期的な影響に違いはあるか. 
3)  肺高血圧症クライシスの分子的メカニズムを評価するとさらにモデルの適正さを評価で
きるか. 















4)  正常ラットの肺動脈を収縮させた状態でチャンバーに添加した．予備実験で，10 分間で
NOS 阻害薬の効果が最大化したため，10 分後にバソプレッシンを累積し肺動脈の弛緩を
評価した． 













3)  バソプレッシンとの関係は先行研究でもなされていないのか. 











































4)  バソプレッシンが有効であったのは，全身の血管抵抗を上げたということなのか. 
5)  モノクロタリンによる肺高血圧ラットの病理所見はどのようなものか. 
6)  バソプレッシンが肺高血圧症の血管病変にたいして与える影響はどのようなものか. 



















4)  そのとおりです． 






7)  いずれの点も査読者からは指摘はされなかった． 
8)  わかりました．修正したものを提出します． 
 
以上のような質疑応答がなされた．本学位論文は，モノクロタリン誘発肺高血圧ラットを急性
の低酸素に暴露することにより作成した肺高血圧クライシスモデルに対し，バソプレッシンの
持続投与が循環動態を改善させることを示した初めての報告である．本研究は，今後の肺高血
圧クライシスの治療戦略を改善しうる学術的価値の高い研究と判断された．また，申請者は本
学位論文の内容を中心に，質問に的確に答え，本課題における深い理解と洞察力を持っている
ことを示した．以上より申請者は医学博士を授与されるにあたり相当であると判定した． 
